
1 

⽣駒市バリアフリー基本構想の策定について 

1. 生駒市バリアフリー基本構想について 

1.1. バリアフリー基本構想とは 

 近年、駅・道路・建物などでバリアフリー化が進められてきました。しかし、施設ごとにバラバラにバリア
フリー化が進められ、連続的なバリアフリー化が図られていないなどの課題がありました。 

 そこで、バリアフリー法（「⾼齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」平成18年
6⽉21⽇法律第91号）に基づき、駅を中⼼とした地区や、⾼齢者・障害者などが利⽤する施設
が集まった地区（「重点整備地区」）において、駅・道路・建物などのバリアフリー化を重点的かつ
⼀体的に推進するため、市町村が、当該地区におけるバリアフリー化のための⽅針、事業等を内容
とする「基本構想」を作成することができることになりました。 

 市町村が作成した「基本構想」に基づき、関係する事業者・建築主などは、具体的な事業計画を
作成し、事業を実施していくことになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 バリアフリー法の対象 

 

1.2. 位置付け 

 「⽣駒市バリアフリー基本構想（以下、「基本構想」といいます。）」は、バリアフリー法第25条第1
項に基づき、重点整備地区におけるバリアフリーの⽅針や特定事業などを⽰すものです。 

 また、基本構想は、「第６次⽣駒市総合計画」、「⽣駒市都市計画マスタープラン」、「⽣駒市地
域公共交通総合連携計画」、「⽣駒市⾼齢者保健福祉計画」、「⽣駒市障がい者福祉計画」な
ど、まちづくり、交通、福祉等に関する上位・関連計画と整合を図りながら推進するものです。 

  

資料１ 
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1.3. 基本構想の記載事項 

 基本構想に記載する主な事項は以下のとおりです。 
 

1.重点整備地区における移動等円滑化の基本方針 
（位置づけ、期間、背景など） 

2.重点整備地区の位置・区域 
3.生活関連施設、生活関連経路とこれらにおける移動等円滑化に関する事項 

（⽣活関連施設に設定する施設及び⽣活関連経路に設定する経路を選定し記載） 
4.実施すべき特定事業その他の事業に関する事項 

（⽣活関連施設・⽣活関連経路に位置づけた施設のうち、「特定事業」または「その他事業」を実施す
る施設について、事業の種類別に概ねの事業内容（対象施設、事業者、整備内容、事業実施時期
等）について記載） 

5.その他 
 ①特定事業と併せて実施する市街地開発事業において移動等円滑化のために考慮すべき事項 
 ②⾃転⾞等の駐⾞施設の整備等、移動等円滑化に資する市街地の整備改善に関する事項 
 ③その他重点整備地区における移動等円滑化のために必要な事項 

（ソフト施策として、⼼のバリアフリーの推進（市⺠への啓発等）、バリアフリー化の状況を周知する情
報提供、放置⾃転⾞対策などマナーの向上のための取組などについて記載） 

 
 

1.4. 重点整備地区について 

 重点整備地区の要件は、バリアフリー法および「移動等円滑化の促進に関する基本⽅針」において以
下のように定められています。 
 

（１）旅客施設、官公庁施設、福祉施設
などの⽣活関連施設がおおむね3つ以上
あり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩
で⾏われる地区（おおむね400ha未
満） 

 
（２）⽣活関連施設及び⽣活関連経路

（⽣活関連施設相互間の経路）につい
てバリアフリー化事業が特に必要な地区 

 
（３）バリアフリー化の事業を重点的・⼀体

的に⾏うことが、総合的な都市機能の増
進を図る上で有効かつ適切な地区 
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1.5. 特定事業について 

 特定事業とは、基本構想において、⽣活関連施設や⽣活関連経路に関する具体的なバリアフリー化
の内容を定めるもので、特定事業に指定されると、事業の実施者には、特定事業計画の作成とこれに
基づく事業実施の義務が課せられます。 
 特定事業には、以下の６つがあります。 
 

（１）公共交通特定事業 
 特定旅客施設内において実施するエレベーター、エスカレーターその他の移動等円滑化のた

めに必要な設備の整備に関する事業、およびこれに伴う特定旅客施設の構造の変更に関
する事業 

 特定⾞両を床面の低いものとすることその他の特定⾞両に関する移動等円滑化のために必
要な事業  

（２）道路特定事業 
 歩道、道路⽤エレベーター、通⾏経路の案内標識その他の移動等円滑化のために必要な

施設又は工作物の設置に関する事業 
 歩道の拡幅又は路面の構造の改善その他の移動等円滑化のために必要な道路の構造の

改良に関する事業  
（３）路外駐⾞場特定事業 

 特定路外駐⾞場において実施する⾞椅⼦を使⽤している者が円滑に利⽤することができる
駐⾞施設その他の移動等円滑化のために必要な施設の整備に関する事業  

（４）都市公園特定事業 
 都市公園の移動等円滑化のために必要な特定公園施設の整備に関する事業  

（５）建築物特定事業 
 特別特定建築物の移動等円滑化のために必要な建築物特定施設の整備に関する事業 
 特定建築物における⽣活関連経路の移動等円滑化のために必要な建築物特定施設の整

備に関する事業  
（６）交通安全特定事業 

 ⾼齢者、障害者等による道路の横断の安全を確保するための機能を付加した信号機、歩
⾏者⽤道路であることを表⽰する道路標識、横断歩道であることを表⽰する道路標⽰その
他の移動等円滑化のために必要な信号機、道路標識又は道路標⽰設置に関する事業 

 違法駐⾞⾏為に係る⾞両の取締りの強化、違法駐⾞⾏為の防止についての広報活動及
び啓発活動その他の移動等円滑化のために必要な⽣活関連経路を構成する道路における
違法駐⾞⾏為の防止のための事業  
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1.6. バリアフリーの整備例 

 旅客施設のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 車両のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 道路のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
  

ノンステップバス 
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 路外駐車場のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 都市公園のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 建築物のバリアフリー 
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2. 生駒市バリアフリー基本構想の検討の進め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

バリアフリー推進の基本的な考え方の検討 
 

 ⽣駒市の上位計画・関連計画や、まち歩き結果を踏まえ、バリアフリーの
基本理念と基本⽅針の検討、重点整備地区の検討を⾏います。 

重点整備地区における特定事業等の検討 
 現況の課題及びバリアフリー推進の基本的な考え⽅を踏まえ、重点整
備地区における整備⽅針と、実施すべき特定事業等の検討を⾏います。 

 
その他バリアフリーの推進のために必要な事項の検討 

 「⼼のバリアフリー」、ソフト施策等に関する推進⼿法について検討を⾏い
ます。 

進⾏管理等に関する検討 
 

 特定事業等の進捗管理⽅法等について検討を⾏います。 

バリアフリー基本構想の策定について 
 

協議会を設⽴し、 「⽣駒市バリアフリー基本構想」の趣旨、地域概況に
ついて共通認識の形成を⾏います。 

本⽇は 
ここです 

第２回 
予定 

第３回 
予定 

最終案の作成 第４回 
予定 

パブリックコメント 
 

まち歩き（現地点検）・ワークショップ 
 
現地を実際に歩き、バリアフリーの観点から問題箇所を洗い出します。

ワークショップでは、参加者の話し合いにより意⾒を集約します。 
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3. バリアフリーに関連する生駒市の概況 

3.1. 社会的状況 

3.1.1. 人口の推移 

 ⽣駒市の⼈⼝（住⺠基本台帳に基づく⼈⼝）は、平成25（2013）年をピークに減少に転じ、平
成30（2018）年時点で120,118⼈となっています。⼀⽅、世帯数は未だ増加傾向にあり、50,061
世帯となっています。 
 年齢別⼈⼝の推移と将来推計をみると、今後⼀層⾼齢化が進む予測されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1 生駒市の人口・世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2 年齢別人口の推移と将来推計 
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3.1.2. 高齢者の状況 

 ⾼齢者のうち、⼀⼈暮らしの占める割合は、年齢が上がるほど⾼くなり、80歳以上の⾼齢者では、約
17.7%が⼀⼈暮らしとなっています。 
 ひとり暮らし⾼齢者数を小学校区別にみると、⽣駒小学校区が最も多く、次いで俵⼝小学校区、⽣
駒東小学校区の順となっています。また、平成23年度に対する平成28年度の伸び率では、⽣駒北小
学校区が1.6倍と最も⾼く、次いで真弓小学校区、⿅ノ台小学校区・壱分小学校区・⽣駒南第二小
学校区、あすか野小学校区、桜ヶ丘小学校区と続きいずれも1.4倍を超えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3 年齢別ひとり暮らし高齢者数の推移と高齢者人口に占める割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.4 小学校区別ひとり暮らし高齢者数の推移と伸び率 
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 65 歳以上⼈⼝の占める割合を町丁字ごとにみると、1970 年代に開発された住宅地などで⾼齢化が
進んでいる傾向があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.5 65歳以上人口の割合 
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 要支援・要介護認定者数は、近年 4,600 ⼈台で推移しています。 
 介護保険制度の⽇常⽣活圏域ごとに認定者数をみると、⼈⼝の多い③上中学校区と⑦緑ヶ丘中学
校区で認定者数が多くなっています。また、地域の⾼齢化率が⾼い⽇常⽣活圏域は、②⿅ノ台中学校
区、⑨⽣駒南中学校区となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.6 要支援・要介護認定者数と認定率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.7 日常生活圏域別の要支援・要介護認定者数と高齢化率 
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3.1.3. 障がい者の状況 

 平成 29 年現在の障がい者（⼿帳所持者）数は、身体障がい者が 3,780 ⼈、知的障がい者が
683 ⼈、精神障がい者が 620 ⼈で、障がい者総数は 5,083 ⼈、⼈⼝に占める障がい者の⽐率は
4.21％となっています。  
 直近３年間の推移を⾒ると、いずれの障がいも年々増加しており、それに伴い、障がい者⽐率も⾼くな
る傾向にあります。 
 また、平成 29 年の障がい者数を年齢３区分別に⾒ると、18 歳未満が 319 ⼈（6.3％）、18 歳
〜64 歳が 1,787 ⼈（35.4％）、65 歳以上が 2,937 ⼈（58.2％）となっています。 
 身体障がい者について、障がい部位別に⾒ると、肢体不⾃由及び内部機能障がいが多く、これらの部
位の障がい者数は、身体障がい者全体の約 87％を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.8 障がい者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 

 図 3.9 年齢別の障がい者数 図 3.10 障がい部位別の障がい者数 
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肢体不自由, 2,054, 54.3%

内部機能, 

1,222, 32.3%

平成29年4月1日現在
出典：第5期生駒市障がい者福祉計画（平成30年3月）
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3.2. 交通の状況 

3.2.1. 生駒市の公共交通網 

 ⽣駒市は、⻄部に⽣駒⼭系が連なり、東部から北部にかけては⽮⽥丘陵がなだらかに広がっており、こ
れらの間を南流する⻯⽥川や、北部の富雄川沿いの平地に市街地が発達しています。 
 鉄道は、東⻄⽅向に大阪や奈良とを結ぶ主要な路線として近鉄奈良線及び近鉄けいはんな線、⽣
駒駅から南へ近鉄⽣駒線が運⾏するほか、⽣駒駅から⽣駒⼭上へ近鉄⽣駒鋼索線（⽣駒ケーブル）
が運⾏しています。 
 バスは、市の北側では鉄道駅と住宅地とを結ぶ路線バスが運⾏しているほか、路線バスの無い地域で
はコミュニティバスが運⾏しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.11 生駒市における公共交通網 

出典：生駒市地域公共交通活性化協議会資料（令和元年9月25日）
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3.2.2. 公共交通の利用者数 

 市内の鉄道の乗降⼈員は、⽣駒駅が最も多く約4万7千⼈、ついで東⽣駒駅が約1万8千⼈となって
います。近鉄⽣駒線では南⽣駒駅が約5千⼈、けいはんな線では⽩庭台が約9千⼈となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.12 鉄道駅の１日あたり乗降人員 

  

47,254 

生駒 

東生駒 

菜畑 

一分 

南生駒 

萩の台 

白庭台 
学研北生駒

東山 
資料：近畿日本鉄道株式会社（平成30年度） 

   国土数値情報 駅別乗降客数データ（平成27年度） 

鳥居前 

宝山寺 

生駒山上 

17,682 

3,686

5,154

5,256 

2,634

3,761 

9,339

6,419

888 

725 

212 



14 

 市内のバス利⽤者数は、年間約959万⼈となっています。 
 

表 3.2.1 市内の路線バス輸送人員 

路  線  名 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 
富雄庄⽥ 400,163 408,594 433,489 439,207 449,386 
旭ケ丘 321,312 320,672 317,044 307,948 308,828 
⽣駒台循環 1,166,342 1,172,801 1,176,508 1,152,481 1,148,670 
上町⽣駒 87,142 84,414 81,631 80,887 81,925 
北⽥原 302,373 294,835 288,362 286,070 276,130 
⾼の原⾼⼭ 65,289 76,390 68,660 66,899 76,046 
帝塚⼭住宅 526,256 513,627 507,401 498,824 507,920 
帝塚⼭大学 308,683 275,408 253,178 251,893 250,615 
東⽣駒団地 702,900 725,882 746,727 733,720 742,148 
⽣駒ﾆｭーﾀｳﾝ 529,669 527,394 522,127 505,325 514,938 
⽣駒ｲﾄーﾋﾟｱ 1,548,755 1,531,809 1,517,285 1,512,584 1,537,508 
ひかりが丘 587,406 598,039 610,889 619,585 630,930 
ﾊﾟーｸﾋﾙｽﾞ⽥原 1,262,380 1,259,467 1,300,662 1,290,031 1,306,653 
学園前⾼⼭ 223,706 221,469 232,542 242,636 274,249 
⻄登美ケ丘真弓 1,233,967 1,221,627 1,209,411 1,187,676 1,220,167 
奈良北⾼校 38,708 32,806 35,327 35,955 34,681 
学研関空 48,258 52,713 52,088 53,813 55,645 
梅⽥奈良 5,970 5,714 3,345 3,366 3,126 
梅⽥⾼の原     －     － 2,663 3,393 3,165 
近大病院 134,119 131,428 133,679 125,548 126,781 
⽣駒市ｺﾐｭﾆﾃｨ 43,898 41,480 42,013 43,771 44,013 
計 9,537,296 9,496,569 9,535,031 9,441,612 9,593,524 

出典︓平成30年版⽣駒市統計書 
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3.2.3. 鉄道駅のバリアフリー施設の状況 

 ⽣駒ケーブルを除く鉄道駅のうち、⽣駒線南⽣駒駅では、⾞いすでの移動に駅員の⽴ち会いを要する
構造となっています。 

表 3.2.2 鉄道駅のバリアフリー施設の状況 

路線 駅 ⾞いすでの移動経路 トイレ 誘導チャイム 備考 
近鉄 
奈良線 

⽣駒駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
 中央改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
 ⻄改札⼝〜ホーム × ベビーシート ○  

 東⽣駒駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
  改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
    ベビーシート ○  
近鉄 
⽣駒線 

菜畑駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
 改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
   ベビーシート ○  

 ⼀分駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 × なし  
  改札⼝~ホーム ○ オストメイト対応 ×  
    ベビーシート ×  
 南⽣駒駅 駅構外~改札⼝ × ⾞いす対応 × なし ⾞いす専⽤通路から

の入出場。要駅員。   改札⼝~ホーム × オストメイト対応 ×  
    ベビーシート ×  
 萩の台駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 × なし  
  改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ×  
    ベビーシート ×  
 東⼭駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
  改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
    ベビーシート ○  
近鉄 
け い は
んな線 

⽩庭台駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
 改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
   ベビーシート ○  

 学研 
北⽣駒駅 

駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 ○ 改札⼝  
 改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ○ ホーム上階段 
   ベビーシート ○  
⽣駒 
ケーブル 

鳥居前駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 × なし  
改札⼝~ホーム ◎ オストメイト対応 ×  
  ベビーシート ○  

 宝⼭寺駅 駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 × なし 改札内階段のみ 
 改札⼝~ホーム × オストメイト対応 ×  
   ベビーシート ×  
 梅屋敷駅 駅構外~ホーム × ⾞いす対応 × なし 階段のみ 
   オストメイト対応 ×  
   ベビーシート ×  
 霞ヶ丘駅 駅構外~ホーム × ⾞いす対応 × なし 階段のみ 
   オストメイト対応 ×  
   ベビーシート ×  
 ⽣ 駒 ⼭ 上

駅 
駅構外~改札⼝ ◎ ⾞いす対応 × なし 改札内階段のみ 

 改札⼝~ホーム × オストメイト対応 ×  
   ベビーシート ×  
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3.2.4. 整合を図るべき上位・関連計画 

 生駒市総合計画 

 「⾃分らしく輝けるステージ・⽣駒」を将来都市像とし、6つのまちづくりの目標を定めています。 
①安全で、安⼼して健康に暮らせるまち 
②未来を担う⼦どもたちを育むまち 
③⼈権が尊重され、市⺠が輝く、⽂化の薫り⾼いまち 
④⼈と⾃然が共⽣する、住みやすく活動しやすいまち 
⑤地域の資源と知恵を活かし、魅⼒と活⼒あふれるまち 
⑥持続可能な⾏財政運営を進めるまち  

 都市構造としては、⽣駒駅〜東⽣駒駅周辺地域を都市拠点とし、北部地域の地域拠点を学
研北⽣駒駅周辺地域に、南部地域の地域拠点を南⽣駒駅周辺地域にそれぞれ位置付け、地
域の顔となり身近な⽣活や交流を支援する機能が集約された拠点形成を図ることとしています。 
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 生駒市都市計画マスタープラン 

 まちづくりの目標の柱の⼀つとして「誰もが移動しやすいコンパクトなまちづくり」を掲げ、都市拠点・
地域拠点の強化とともに、誰もが移動しやすい交通環境を充実するため、公共交通の利便性向
上などの⽅針を⽰しています。 
 地域別構想においては、南部エリアのまちづくりとして、南部地域拠点の機能強化と地域資源の
ネットワーク化などの⽅針を⽰しています。 
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 生駒市地域公共交通総合連携計画」及び「生駒市地域公共交通網形成計画 

 ⽣駒市では、平成22年度（2010年度）に「⽣駒市地域公共交通総合連携計画（以下、
「連携計画」といいます。）」を策定し、主に公共交通サービスの整備や充実が必要とされた地区に
対する公共交通サービスの導入や、公共交通の利⽤促進策等について、計画的に推進しています。 
 連携計画の計画期間が令和2年度（2020年度）までとなっていることから、令和3年度
（2021年度）以降の地域公共交通に関する新たな計画として、「⽣駒市地域公共交通網形
成計画」を策定する⽅針で検討しています。 

 
 生駒市高齢者保健福祉計画 

 ⾼齢者福祉に関して、国は、⾼齢者が可能な限り住み慣れた地域で⾃⽴した⽇常⽣活を営む
ことができるよう、地域包括ケアシステムの構築を推進しています。本市においても、⾼齢者をはじめ、
すべての市⺠が共に協働し合い、時に支え、時に支えられながら、住み慣れた地域で可能な限り⾃
分らしくいつまでも健やかに安⼼して暮らせるまちの実現に向け、「⽣駒市⾼齢者保健福祉計画」に
基づき、⾼齢者の暮らしに寄り添った取組を進めています。 
 この中で、⾼齢者の⽣きがいづくりや社会参加の促進のため、ユニバーサルデザインのまちづくりを
推進することを定め、⾼齢者だけでなくすべての⼈が利⽤しやすい施設の整備を⾏うとともに、⾼齢
者の安全な外出を支援することとしています。 
 

 生駒市障がい者福祉計画 

 障がい者の差別を解消し、円滑な福祉サービス利⽤を通じて、障がい児を含む障がい者の⾃⽴
や社会参加を促進するため、「⽣駒市障がい者福祉計画」を３年おきに⾒直しながら、取組を進
めています。 
 「⽣駒市障がい者福祉計画」では、健康で⽣きがいのある暮らしを実践することを理念の⼀つとし
て掲げ、その中で、障がい者が安⼼して地域⽣活を送ることができるよう、公共施設、道路や歩道、
障がい者対応トイレ、住宅の改修など、ユニバーサルデザインやバリアフリーに配慮した整備改修を
進めることとしています。 
 また、共⽣社会の実現に向け、障がい者理解について啓発・広報活動を推進するとともに、障が
い者に配慮した情報提供の充実を進めることとしています。 
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4. 南生駒駅周辺地区の概況 

4.1. 重点整備地区の設定 （案） 

 本基本構想の重点整備地区としては、南部の地域拠点として位置づけられている「南⽣駒駅周
辺地区」を設定することを提案します。 
 
○「南⽣駒駅周辺地区」を重点整備地区とする理由 

 
・総合計画及び都市計画マスタープランにおいて「地域拠点」として位置づけられ、⽣活や交流を支
援する機能が集約された拠点形成を図ることが求められる。 

・南⽣駒駅から約200mに位置する「南コミュニティセンターせせらぎ」は、地域のコミュニティ・⽂化施
設として、図書館、集会や市⺠サービスの機能を担っており、駅及びその経路も含め⼀体的にバリ
アフリー整備を⾏うことが求められる。 

・南⽣駒駅は、地域拠点の中核となる鉄道駅として期待される⼀⽅、バリアフリー対応が遅れており、
基準への適合が求められる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1 南生駒駅周辺の用途地域指定状況  
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4.2. 南生駒駅周辺の地形の状況 

 南⽣駒駅周辺は、東の⽮⽥丘陵、⻄の⽣駒⼭脈に挟まれた⾕部に位置します。⻯⽥川沿いの
僅かな平地部に駅を中⼼とした市街地が形成され、⼭裾の丘陵部を切り開いて住宅地が広がって
います。 
 そのため、周辺の住宅地と駅との間には10〜50m程度の標⾼差があり、傾斜の多い地形となっ
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2 傾斜の状況 

 

傾斜量図（国⼟地理院）を基に作成。濃淡が濃い程急峻であることを⽰す。 

南⽣駒駅標⾼110m 

⻘⼭台標⾼ 
140〜160m

有⾥町標⾼ 
115〜140m 

小瀬町標⾼ 
110〜165m

萩原町町標⾼ 
115〜140m 
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4.3. 南生駒駅の状況 

 南⽣駒駅は、エスカレーター、エレベーターの整備が⾏われておらず、地下にある改札を通る際、ホームの移動の際には階段を利⽤しなければなりません。そのため、⾞いすでの移動に駅員の⽴ち会いを要する構造となっています。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.3 南生駒駅の構内の状況

⻄側スロープ（⾞いす出入り⼝） 

地下 

出⼝（⻄側） 

出⼝（東側） 

改札 

券売機 

東側スロープ（⾞いす出入り⼝） 
トイレ 

待合室 

東側スロープ（⾞いす出入り⼝） 

 
傾斜（上部11%、中部9%、下部
9%） 

⻄側スロープ（⾞いす出入り⼝） 

 
傾斜（上部11%、中部9%、下部
9%） 

トイレ（和1つ、洋1つ）

 
1番ホームのみ、多目的トイレなし 
 

券売機 

 
⾼さ80㎝、⾞いすのフットサポート無
し、点字あり、近くに駅員さん駐在 

改札

 
地下に設置（⾞いすの⽅は利⽤でき
ない） 

出⼝（⻄側）

 
エレベーター、エスカレーターなし 

階段（1番ホーム）

 
エレベーター、エスカレーターなし 

出⼝（東側） 

 
エレベーター、エスカレーターなし 

ホーム

視覚障害者誘導⽤ブロックは点状ブ
ロックのみ 

2番ホーム 

1番ホーム 
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4.4. 南生駒駅周辺の施設等の状況 

 南⽣駒駅周辺には、「南コミュニティセンターせせらぎ」のほか、スーパー、診療所、銀⾏、郵便局等が点
在しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1 

3 

4 

6 

5 

2 

南生駒駅周辺の主な施設例  
① 南コミュニティセンターせせらぎ 

② 南生駒クリニックモール 

③ 業務スーパー南生駒店 

④ 南都銀行南生駒支店 

⑤ 南生駒郵便局 

⑥ JAならけん南生駒出張所 

⑦ ホームセンターダイキ南生駒店 
 

7 

生駒中学校 

生駒小学校 

南こども園 

消防署 
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4.4.1. 南コミュニティセンター せせらぎの状況（1階） 

 南コミュニティセンターせせらぎは、バリアフリー化が図られています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4 南コミュニティセンターせせらぎの館内の状況 

エレベーター 

 

トイレ

 
多目的トイレ（各階） 

スロープ

 
 

駐⾞場 

⾞いす⽤の駐⾞スペースの確保 

敷地内

 
視覚障害者誘導⽤ブロックの設置 
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4.5. 南生駒駅周辺の道路の状況 

道路構造令第11条より「歩道の幅員は、歩⾏者交通量が多い道路は3.5ｍ以上、その他の道路は２ｍ以上とする」と定められています。南⽣駒駅周辺の道路は、歩道が分離されている道路が少なく、分離されている場合においても、国道168
号バイパスの⼀部を除き、ほぼ2m以下となっています。特に南⽣駒駅⻄側の旧168号は幅員が狭く、⼀部カラー舗装が施されているものの、歩⾏者の安全な通⾏に支障があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.5 南生駒駅周辺（北側）の道路の状況  

南⽣駒付近（⻄側）

 

70㎝ 

国道308号 
（⽣駒南小学校付近）

 

100㎝ 

踏切道南⽣駒第⼀号

 

国道168号（旧道）①

 

国道168号（旧道）②

 

110㎝ 国道168号（旧道）③

 

130㎝ 

国道168号（壱分バイパス）① 

 

国道168号（壱分バイパス）② 

 

580㎝ 

国道168号（壱分バイパス）③ 

 

210㎝ 

80㎝ 

歩⾏者の通⾏空間が区分されている   2ｍ以上 
   1~2m 

                  1m以下 
歩⾏者の通⾏空間が区分されていない・・・・・・・・・ 
傾斜（8%より大きい）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

330㎝ 

210㎝ 

170㎝ 

300㎝ 
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図 4.6 南生駒駅周辺（南側）の道路の状況 

踏切道萩の台第5号

 
中央線なし、歩⾞分離の舗装の無し 

小瀬橋② 

 

100㎝ 

国道168号

 

70㎝ 

南⽣駒付近①（⻄側）

 

45㎝ 

踏切道萩の台第5号付近 

路側帯にひび割れあり 

19% 

12% 

9% 

小瀬橋①

 
16% 

18% 

小瀬橋付近

 
9% 

11% 

7% 

国道168号（壱分バイパス）②

 

120㎝ 

国道168号（壱分バイパス）① 

 

150㎝ 

350㎝ 

歩⾏者の通⾏空間が区分されている   2ｍ以上 
   1~2m 

                  1m以下 
歩⾏者の通⾏空間が区分されていない・・・・・・・・・ 
傾斜（8 %より大きい）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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4.6. 南生駒駅周辺地区におけるバリアフリーに関する課題 

 南⽣駒駅周辺地区におけるバリアフリーに関する課題として、現時点で概ね以下のような項目が
挙げられます。 
 
 南⽣駒駅における地上から改札、改札からホームに至る移動経路のバリアフリー化 
 南⽣駒駅におけるトイレのバリアフリー化 
 南⽣駒駅南側踏切周辺の安全確保及び急勾配の解消 
 狭あい道路における歩⾏者の安全確保 
 その他路面の整備不良箇所（段差等）の解消 
 障がい者に配慮した案内の充実 

 など 
 
 
 
 


